
  令和５年度政策評価・施策評価基本票  

施策番号 11 施策名 文化芸術・スポーツ活動と生涯学習の振興
施策担当
課室

消費生活・文化
課

評価対象年度 令和４年度 施策評価シート 政策
一人ひとりがいきいきと
豊かに生活できる環境を
つくる

目指す
宮城の姿
(施策目標）

➊多くの人が文化芸術に触れ、気軽に携わることができるだけなく、文化芸術の持つ力が多方面へ作用し、
観光やまちづくり、国際交流、福祉、教育、産業等、様々な分野に良い影響を与えています。
➋誰もが気軽にスポーツに親しみ、健康で充実した生活を送ることができるとともに、関わり方や楽しみ方が
多様化し、スポーツを通した様々な交流が県内各地で活発に行われています。
➌あらゆる世代が充実した生活を送り、新しいことにチャレンジできるよう、それぞれのライフステージにふさ
わしい学びができる機会が充実しており、その成果が社会に生かされています。

実現に向け
た方向性

◇芸術活動や地域文化の振興・継承，人材の育成など、県民が行う文化芸術活動を支援するとともに、誰も
が文化芸術を創造・発表・享受し親しむことができる環境づくりを進めます。
◇文化芸術やスポーツの持つ力を、教育の充実や観光の振興、地域活性化などに最大限活用します。
◇働く人や高齢者、障害者等、様々な人の生涯にわたるスポーツ活動の推進や、スポーツを身近に感じる環
境づくりを進めます。
◇全国的・国際的なスポーツ大会で活躍できる人材を育成します。
◇大学などの教育機関による学びなおしの機会提供や、図書館、公民館等の社会教育施設と住民との連携
等による学びの活性化を促進します。

決算（見込）額
（千円）

年度
令和３年度
（決算額）

令和４年度
（決算(見込)額）

令和５年度
（決算(見込)額）

令和６年度
（決算(見込)額）

達成率
達成度

（設定年度） （測定年度） (令和６年度） 目標指標の種類

県事業費 599,078千円 322,514千円 － －

目標指標

達成状況
（達成率は初期値から目標値までの進捗割合を示したもの）

初期値 実績値 目標値

A
(令和2年度) (令和4年度) 進捗割合型I

みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（不
安を抱える方々の心のケアのために文化芸術の果た
す役割が大切だと思う人の割合）（%）

66.5% 82.2%
80.0%

116.3%

みやぎ県民文化創造の祭典参加者の意識の変化（文
化芸術が身近な所で様々な分野に活用され地域の活
性化に役立っていると思う人の割合）（%）

27.5% 73.3%
60.0%

140.9%

A
(令和2年度) (令和4年度) 進捗割合型I

総合型地域スポーツクラブの市町村における育成率
（%）

77.1% 77.1%
100.0%

0.0%
D

(令和2年度) (令和4年度) 進捗割合型I
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（❶）

87

（❶）

88
（❷）

90 市町村社会教育講座の参加者数（人口千人当たり）
（人）

744人 323人
756人

-3508.3%
D

(平成30年度)（❸）

　　　　　　　

■達成度 【進捗割合型】　A：達成率50％以上  　 　B：達成率４０％以上～５０％未満　  　C：達成率3０％以上～４０％未満　　D：達成率3０％未満

【現状維持型】　A：達成率100％以上　　 B：達成率８０％以上～１００％未満　　C：達成率6０％以上～８０％未満　　D：達成率6０％未満

(令和4年度) 進捗割合型I

89
生涯学習プラットフォーム閲覧数（セッション数）（件）

0件 14,045件
48,000件

29.3%
D

（❸） (令和2年度) (令和4年度) 進捗割合型I
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❷県民誰もが多様なスポーツに親しむことができることを目指し取り組んでいる、全
市町村への総合型クラブ設立について遅れが見られるものの、未設置市町村への支
援等により、１市で総合型クラブ設立、２町村で準備委員会設置という効果があった
ことから、総合的に「やや遅れている」と評価した。

やや遅れている

❸学びの機会充実のため立ち上げた「まなびのWEB宮城」のセッション数は、目標の
24,000件には及んでおらず遅れが見られるものの、コンテンツの充実や広報活動に
取り組んだことで前年より倍増したことから、総合的に「やや遅れている」と評価した。

やや遅れている

　【評価のまとめ】
　本施策において、文化芸術活動の支援や環境づくりは概ね順調に推移し、「まなびのWEB宮城」のセッ
ション数についても前年より進展が見られたものの、県民誰もが気軽にスポーツに親しみ、それぞれのラ
イフステージにふさわしい学びの機会が提供される環境づくりに遅れが見られることから、総合的に本施
策を「やや遅れている」と評価した。

施策を推進する上での課題と対応方針

施策の課題 課題解決に向けた対応方針

成果の検証を踏まえた評価原案 やや遅れている

本政策において
優先すべきと思う

テーマ

⑤文化芸術の振興 13.2%

・文化芸術は社会包摂や地域づくり、観光などの役割を与え
られ、社会課題の解決につながる手段として期待されており、
ニーズの高まりに応じた様々な取組が必要である。

・誰もが気軽にスポーツに親しむための環境づくりとして、総
合型地域スポーツクラブの県内全市町村への設置と育成支
援等を進めているものの、認知度や活動意義の理解など、市
町村や市町村体育・スポーツ協会ごとに差がある（11市町
村で未設置）。
・国民体育大会について、総合成績の低迷が続いている。競
技力向上のためには、ジュニア期からの継続的な取組が必
要である。

・「まなびのWEB宮城」のセッション数を更に増やすため、県
民の認知度や関心度を高める取組が必要である。

・社会的・身体的な状況にかかわらず文化芸術活動に携わ
る機会を提供するため、関係団体や県文化振興財団と連携
し、継続した支援に取り組む。また、新たな県民会館の整備な
ど、文化芸術に親しむことができる環境づくりを推進する。

・総合型地域スポーツクラブの未設置市町村に対し、クラブ
の意義等を説明し、設立に向けた意識の醸成を図る。総合型
地域スポーツクラブの設立・育成については、「みやぎ広域ス
ポーツセンター」において、未設置市町村への支援やクラブ
への助言・相談活動など、きめ細かな取組を継続していく。
・国民体育大会総合成績10位台の目標を達成するため、県
スポーツ協会と連携し、競技団体の取組を支援する。また、将
来有望なジュニア選手の発掘・育成をより効果的に行えるよ
う、県民に広く周知しながら継続的な取組を推進する。

・生涯学習に関係する団体からの講座・イベント情報等を積
極的に掲載し、コンテンツの充実を図る。

施策目標に対す
る成果の検証

❶様々な文化芸術活動について支援や協力を行うことで、誰もが文化芸術を創造・
発表・享受し、親しむことができる環境づくりが進んだ。また、広域的な文化芸術イベ
ントと連携することで、文化芸術による交流人口の拡大や地域の活性化につながった
ものの、前年より実績値が低下したことから、総合的に「概ね順調」と評価した。

概ね順調

⑥文化芸術やスポーツの多方面への活用 20.3% 5位

目指す宮城の姿の項目ごとに対する評価

❶
関
連

❷
関
連

❸
関
連

施
策
の
成
果

7位
⑧様々な機会の学びの活性化 41.2% 3位

◇県内の生涯学習情報を一元化して提供するポータルサイト「まなびのWEB宮城」において、講座・イベント情報な
どのコンテンツを充実させ広報活動を行った結果、セッション数が前年比156％増の14,045件となり、大学等によ
る学びなおしの機会の提供や社会教育施設と住民との連携等による学びの活性化が促進された。

◇県内最大の総合芸術祭である宮城県芸術祭（総来場者数17,650人）への支援のほか、劇団四季公演の主催や
Reborn-Art Festival、定禅寺ストリートジャズフェスティバルとの共催等により様々な分野の文化芸術に触れる機
会の提供につながった。
◇Webでの動画公開による県内アーティストの新たな活動の場の提供については、動画累計再生数が前年度末実
績の約2.5倍となる20万回を達成し、アーティストの創造性を高めるとともに活動支援に寄与した。
◇県内各市町村のスポーツ環境を把握し、イベント等により生涯スポーツの普及を行ったほか、総合型地域スポーツ
クラブ未設置の市町村に導入支援を行った結果、１市でクラブ設立、２町村で準備委員会設置につながった。
◇宮城県スポーツ協会と連携し、スポーツ選手強化や指導者の育成、ジュニア選手の発掘・育成・強化などに取り組
んだ結果、３年ぶりに開催された国民体育大会において総合成績28位と順位を一つ上げた。

施策の成果の検証

県民
意識

8位

⑦スポーツの振興 14.6%
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No 推進事業名 担当部 担当課室
決算(見込)額

(千円)
事業概要 競技力向上に対する助成等

事業実績 55競技団体へ遠征・合宿費等に要する経費の助成や指導
者を対象とした研修会の開催により、女子の競技力向上に
つながった。また、アカデミー生30名を育成対象に認定し、
ジュニアアスリートの発掘・育成を行った。

事業概要 総合型地域スポーツクラブの創設・育成支援

事業実績 生涯スポーツの環境整備に向けて、研修会等を13回開催
し、既設クラブの運営支援を行ったほか、クラブ新設のため
の助言や支援業務の実施により、１クラブが新設され、新た
に設立を希望する団体を７件発掘した。

事業概要 オリパラレガシーの創出・継承によるスポーツ振興

事業実績 主に小学生を対象としたスポーツイベントを合計4回開催し、
約450名の参加者を獲得した。また、次代を担う若手アス
リート10名を発掘し活動支援を行ったほか、4市町のスポー
ツ振興施策へ財政支援を行った。

事業概要 子育て女性のリフレッシュ機会の創出等

事業実績 放課後児童のスポーツ機会創出は２クラブで９９回、１，５９６
人が参加した。子育て女性のリフレッシュ機会創出では２クラ
ブで６８回、２５９人が参加し、それぞれでより多くの運動機会
創出につながった。

事業概要 実行委員会負担金等

事業実績 共催事業、協賛事業のほか、主催事業として11事業を実施
し、舞台ワークショップで前年より367人多い1,898人が参
加するなど、県民が文化芸術に触れる機会の提供につな
がった。

事業概要 芸術文化活動への支援、美術館各種教育普及活動

事業実績 巡回小劇場・青少年劇場小講演等を実施し(5,455人参
加)、 優れた芸術の鑑賞機会を提供することができた。また、
新型コロナウイルス感染症対策を講じ、土曜日キッズプログ
ラム等を実施し普及につなげた。

事業概要 生涯学習情報提供システムの構築

事業実績 講座・イベント情報や活動記事、動画等、生涯学習情報の提
供によりコンテンツが充実し、学びの環境が整備されたこと
で、利用者の増加につながった。（セッション数14,045件）。

事業概要 図書館貴重資料保存修復対策

事業実績 郷土の歴史・文化への理解促進と調査研究に資するため、
国指定重要文化財陸奥国仙台領元禄国絵図関係資料1
点、県指定有形文化財2点の修復とデジタル画像の作成を
行った。（令和４～５年度の２か年で実施）

事業概要 美術館リニューアルのための施設改修等

事業実績 令和７年度中のリニューアル開館に向け、改修設計を行っ
た。また、絵画原画のデジタル化及びデータベースの作成に
より、収蔵品を映像コンテンツ化し、利便性を向上させた。

事業概要 多賀城創建1300年に向けた多賀城跡の整備

10

事業実績 令和２年度から施工している「城前官衙エリア」の北半部の
復元工事が完了した。部分供用の開始に当たり、一般向け
のオープンセレモニーを実施し、本事業への理解や周知につ
ながった。

推進事業一覧シート

文化芸術・スポーツ活動と生涯学習の振興

事業概要及び実績

1
スポーツ選手強化
対策事業

企画部
スポーツ振
興課

134,070

6,487

2
広域スポーツセン
ター事業

企画部
スポーツ振
興課

7,010

3
オリンピック・パラリ
ンピック競技大会レ
ガシー継承事業

企画部
スポーツ振
興課

14,900

4
総合型地域スポー
ツクラブと連携した
子育て支援事業

企画部
スポーツ振
興課

12,823

5
みやぎ県民文化創
造の祭典（芸術銀
河）開催事業

環境生活部
消費生活・
文化課

1,632

6
みやぎの文化芸術
活動支援事業

教育庁 生涯学習課 6,023

7
生涯学習プラット
フォーム構築事業

教育庁 生涯学習課

53,586

8
図書館貴重資料保
存修復事業

教育庁 生涯学習課 14,886

9
美術館リニューア
ル整備事業

教育庁 生涯学習課

多賀城創建1300
年記念重点整備事
業

教育庁 文化財課 63,761
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No 推進事業名 担当部 担当課室
決算(見込)額

(千円)
事業概要及び実績

事業概要 多賀城創建1300年記念事業の企画・運営等

事業実績 歴史講座等を開催し、延べ350人の参加により多賀城跡の
理解促進につながった。多賀城跡の三次元地形測量を実施
し、地形図を作成したほか、三次元データはデジタルマップ
製作など多方面での活用が可能となった。

推進事業決算（見込）額合計 322,514

11
文化財を活用した
地域活性化事業

教育庁 文化財課 7,336
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